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【足立区経済活性化会議】会議概要 

会 議 名 令和６年度第１回足立区経済活性化会議 

事 務 局 足立区産業経済部産業政策課 

開催年月日 令和６年（２０２４年）８月５日（月） 

開 催 時 間 １４：３０～１６：３０ 

開 催 場 所 足立区役所１２０１会議室 

出 席 者 

文教大学 経営学部 教授 鈴木 誠 

東洋大学 経営学部 准教授 池村 恵一 

足立区議会議員 小泉 ひろし 

西新井青色申告会 事務局長 岩谷 絹子 

株式会社あきば商会 代表取締役 遠藤 美代子 

株式会社一歩一歩 代表取締役 大谷 順一 

株式会社しまや出版 代表取締役 小早川 真樹 

足立区しんきん協議会 代表世話人 小林 高広 

足立区商店街振興組合連合会 理事長 佐鳥 文夫 

足立荒川職業協会 会長 鈴木 又右衞門 

足立区工業会連合会 会長 瀬田 章弘 

ＴＯＫＹＯ町工場ＨＵＢ 代表・プロデューサー 古川 拓 

足立区民 齋藤 遥希 

 

事務局：産業経済部長（産業政策課長事務取扱） 石鍋敏夫 

    企業経営支援課長 岸柳直人 

    産業振興課長 飯塚尚美 

    足立区勤労福祉サービスセンター 事務局長 八鍬一生 

    産業政策課 府金、小堀、加藤 

欠 席 者 

足立区議会議員 鹿浜 昭 

足立区議会議員 中島 こういちろう 

東武鉄道株式会社 北千住駅長 大根田 文雄 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

・ 令和６年度第１回足立区経済活性化会議資料 

・ 補助資料 

そ の 他 
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（会議経過） 

〇石鍋産業経済部長 

令和６年度第１回足立区経済活性化会議

を開催させていただきます。 

ご多用のところご出席を賜り、ありがと

うございます。事務局の産業政策課長も兼

任している産業経済部長の石鍋です。よろ

しくお願いします。 

本日の会議は公開となっていますので、

傍聴席を設けています。また、情報公開の

ため、区政情報課において、委員のみなさ

まの名簿・会議録・会議資料を公開させて

いただきますので、あらかじめご了承いた

だきたいと思います。 

本日は、報告説明等のため産業経済部の

管理職及び事務局職員が同席させていただ

いております。管理職の紹介をさせていた

だきます（部内管理職紹介）。 

本日の出席委員数を報告いたします。委

員定数１６名、出席委員１３名ですので、

本日の会議が成立していることを報告しま

す。 

続きまして、新たに委員となられる方の

委嘱とご紹介をさせていただきます。 

今回から新たに、足立区議会から３名の

委員を選出していただいています。 

小泉ひろし委員、鹿浜昭委員、中島こう

いちろう委員です。鹿浜委員と中島委員に

ついては、所用、体調等によりご欠席で

す。小泉委員から一言ご挨拶をお願いしま

す。 

〇小泉委員 

 小泉でございます。どうぞよろしくお願

いします。 

〇石鍋産業経済部長 

足立区商店街振興組合連合会においては、

理事長として佐鳥文夫様が就任されました

ので、今回から委員になっていただいており

ます。佐鳥委員から一言ご挨拶をお願いしま

す。 

〇佐鳥委員 

足立区商店街振興組合連合会の理事長に

選任されました。よろしくお願いします。 

〇石鍋産業経済部長 

また、今回から区民の委員といたしまして、

公募によりまして、新たに１名の委員の方が加

わることになりました。齋藤遥希委員です。一

言ご挨拶をお願いします。 

〇齋藤委員 

齋藤遥希と申します。コンサルティング会社

で企業や政府向けにコンサルティングサービ

スをしています。よろしくお願いします。 

〇石鍋産業経済部長 

ありがとうございます。本日、東武鉄道株式

会社北千住駅長の大根田様はご欠席です。 

議事に先立ち、会長である文教大学経営

学部教授、鈴木誠先生から一言ご挨拶をお

願いします。 

〇鈴木会長 

 今回の会議では、2023年に作られました地

域経済活性化基本計画に基づいて、現在、事業

がどのような方針や内容で、どのような状況か

を報告いただき、委員の皆様からはご意見を伺

えればと思います。よろしくお願いします。 

〇石鍋産業経済部長 

（配布資料の確認）。 

この後の進行は鈴木会長にお願いします。 

〇鈴木会長 

会議資料１ページ目の次第に沿って進めま

す。会議の終了予定は 16時 30分です。次第の

1，2 は終了していますので 3 の報告事項・意

見交換を進めます。案件の地域経済活性化基本

計画の事業実施状況について事務局より主旨

の説明、続いて資料 1に沿って事業の実施状況

の説明をお願いします。その後に委員の皆様か

ら順に意見を伺いたいと思います。 
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〇石鍋産業経済部長 

地域経済活性化基本計画の事業実施状況に

ついては、各柱の事業について、令和 5年度の

実績や課題、令和 6年度の方針等について報告

いたします。各柱の詳細は、地域経済活性化基

本計画の 27，28 ページに、柱 1 から 6まで記

載があります。柱 1は意欲的な事業者の取り組

みを支援して大きく育てていくもの、柱 2 は、

現状どういったことをしていいか分からない

などの戸惑いを抱えているというような事業

者を支えていこうという事業になります。この

2 つを重視していこうということになってい

ます。 

柱 3は、人材を育てる、確保するなど人にフ

ォーカスしており、柱 4は起業・創業支援に力

を入れていくという内容です。 

柱 5は、消費生活に関する支援ということで

消費喚起策と消費者保護について、柱 6は観光

事業の推進です。この 6つの柱で計画を進めて

います。 

今回いくつかピックアップして資料として

まとめ、ご説明します。 

柱 1 からは販路拡大支援事業についてです。 

区では、国内、海外の様々な販売ルートを広げ

ていく支援をしています。海外販路拡大支援事

業については、令和 3年度から取り組んで、令

和 3 年度はまだコロナ只中でなかなか海外の

展示会に行けなかった状況ですが、4 年度、5

年度から海外の展示会に出て、区内事業者と海

外バイヤー等との接点をつくり販路拡大を支

援する事業を進めています。3か年で 6,700 万

円ほど経費をかけていますが、売上げとしては、

1,100 万円ほどに留まっており試行錯誤しな

がら実施しています。参加事業者にアンケート

を取るとノウハウが得られた、ネットワークが

得られたなど回答がありますが、一方で、思っ

たように販路につながっていないという回答

が多数ありました。今年度については、海外展

示会に出展する以外にも国内商社との商談を

設定してさらに販路を拡大できないか取り組

んでいきます。また事業の効果を測定するため

に実際に職員が中国の展示会に行きバイヤー

等の声を直接聞いて、今後の事業の方向性を見

定めていきたいと思います。 

国内販路拡大支援事業は、単年度で 10 社ず

つ支援しています。委託事業費 1,700万円かか

り同じくらいの売上げがあるので、もう少し売

れればいいのですが、ほぼ順調に進んでいると

考えています。 

〇飯塚産業振興課長 

続いて 3ページ目、柱 2から小規模事業者等

経営改善補助金です。令和 4年度から 5年度の

交付実績について、令和 4年度は補助上限額が

60万円、補助率 2分の 1、区内継続 3年以上で

したが、令和 5年度は上限 200万円、補助率 3

分の 2、区内継続 1年以上と条件を緩和しまし

た。結果として交付決定件数が 56 件から 379

件、決定額も 26,253 千円から 477,159 千円ま

で上がりました。交付事業者の状況については、

現在実績がわかっているのが令和 4 年度交付

分で、増収増益の事業者もありますが、減収減

益も見逃せないところで、理由は物価高騰によ

る原材料費の高騰や人材不足があげられてい

ました。 

令和 6年度は、補助上限、補助率は変更あ

りませんが、対象事業者を「小規模事業者

等」として製造業等は 30人以下、サービス業

は 10人以下と、少し対象者を拡大しました。

6月 1日から相談を受け付けており 6月 30日

現在で 122件、昨年同時期と比較して 1.5倍

とかなり多い数が来ています。周知方法とし

ては、区内約 6,800社に DMを送っています。

申請から交付まで遅滞のないように対応して

いきます。 

〇岸柳企業経営支援課長 

続きまして柱 2ですが、計画策定後の制度と
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なる緊急経営資金（特別借換）です。令和 5年

8月 1日から、物価高騰などで融資返済に苦慮

している事業者のためにスタートしました。内

容は、信用保証料全額補助、最大 12 ヶ月の据

え置き期間が設定可能であること、借換元融資

が返済開始されていなくても対象とすること、

金融機関の伴走支援の促進です。 

始めてちょうど 1 年ですが、活用したこと

で、利益率が改善したり、黒字転換、人員増に

繋がったという企業もありますので、引き続き

実施し、令和 7年度に向けての判断材料として

実績を注視していきたいと考えています。 

続いて 6 ページ目、柱 3 の事業となります。

令和 6 年度から新規で取り組みを開始した区

内中小企業人材採用支援助成金です。求人広告

費や人材紹介業者への成功報酬の一部を助成

するというもので、助成率 2分の 1、上限額 40

万です。当初予算額は 4,000 万円計上していま

したが、4月から開始して想定以上の申請があ

りましたので、年間で 1億 2,000 万円余りが見

込まれるため 8,000万円余りを、6月の議会で

増額していただきました。 

申請状況は、年間で 100 件を見込んでいたと

ころ、6 月 28 日時点で求人情報の掲載は 104

件の申請、人材採用成功報酬は 17 件の申請が

来ており、今後も引き続き申請が上がってくる

見込みです。 

今回の取り組みで区内のニーズがかなりあ

るということが分かったので、来年度に向けて

改善点も洗い出して、より効果的な事業になる

ように検討をしていきます。 

続いて 7ページ目です。こちらも柱 3の中小

企業人材育成・資格取得研修費補助金です。各

企業が従業員のために行う人材育成や資格取

得の研修等に補助するという内容です。令和 5

年度は産業技術・経営研修会助成事業補助金と

いう名前でしたが、少し内容が分かりにくいと

いう意見もあり、令和 6年度から名称を変更し

ています。新たな名称で周知も力を入れて実施

したところ、こちらも事前の想定を超える件数

の申請がありましたので、6月の議会で予算を

増額しています。 

申請内容は、令和 5年度は、アスベスト関連

の法改正があったためその比率が非常に高か

ったですが、令和 6年度はアスベスト関連の方

は少し落ち着いて、経営層の育成研修の割合が

高くなってきているという特徴があります。 

来年度以降もニーズを見極めながら実施し

ていきます。 

続いて 8 ページ、柱 4 の起業・創業支援で

す。区内での起業と定着の促進を目標に、3段

階に分けて継続的かつ手厚い支援を実施して

います。 

まず、起業準備期として、未創業から創業 3

年未満の方を対象に、経営基盤の確立と起業家

同士のネットワークづくりを目的として、起業

家支援塾を実施しています。 

次にスタートアップ期として、創業プランコ

ンテストという事業を実施しており、優秀なア

イディアを募ってコンテスト形式で表彰し補

助金を交付する支援をしています。 

次に事業拡大期となり、経営者として新たな

課題に対応することが求められますので、その

対応のためにステップアッププログラムとい

うものを実施しています。先輩の起業家がチュ

ーターとなって、創業間もない方の発展を後押

ししていくものです。 

〇飯塚産業振興課長 

9ページ目、柱 5の消費喚起策です。切れ目

のない消費喚起策として、1つ目が第 3回レシ

ート de 商品券事業で、先日終了し、現在商品

券の発送準備を進めています。今年は速報値で

81,481 件の申し込みがありました。 

2つ目は商店街応援券ですが、発行セット数

を超える申し込みがあり、抽選の予定です。 

3 つ目は年末に向けて実施するキャッシュ
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レス決済還元事業です。昨年は PayPay だけで

したが、より公平にということで 4種類の Pay

を活用します。11 月 15 日からと少し期間も長

めに取って実施します。 

これら 3 つで区内の消費を応援しています。 

〇石鍋産業経済部長 

最後に 11 ページ、観光交流協会が行ってい

る 5 大イベントです。綾瀬でのしょうぶまつ

り、千住での足立の花火とあだち区民まつり、

竹の塚での光の祭典、舎人の千本桜まつり、そ

れぞれ多くの観客を集める事業を展開し、残念

ながら先日、足立の花火は中止になってしまい

ましたが、区のイメージアップ、区外からの来

街者を呼び込むために実施しています。 

今説明したもの以外の各柱の事業実績や分

析については、補助資料に記載しています。以

上です。 

〇鈴木会長 

最初のご説明にもありましたが、これらの各

事業は地域経済活性化基本計画の柱1から6に

紐づく事業となっています。各柱では、突き抜

け支援、底上げ支援、人材確保、創業促進、消

費喚起など、区内経済、産業の課題への対応を

目的として各事業を実施しています。委員の皆

様には、これらの各事業の実績進捗状況を評価

いただきながら、それぞれご専門の立場から、

今まさに直面している喫緊の課題はもちろん、

さらに少し先の地域経済活性化基本計画の柱

となりそうな中長期の課題についてもご意見

を伺いたいと思います。 

それでは最初に、東洋大学の池村先生からお

願いします。 

〇池村委員 

まず 1ページ目の販路拡大支援事業の令和 6

年度の対応方針で、新たに国内商社等との商談

を加えて中華圏以外のターゲットを広げると

ありますが、これまでは中国だけだったのでし

ょうか。 

〇石鍋産業経済部長 

これまで展示会は、香港、シンガポールなど

に出展しています。事業では、近隣で大きなマ

ーケットということで中国を目指しています

が、商材によっては他の地域の方が良いものも

あるのではないかということで、国内商社との

商談を実施しようということです。 

〇池村委員 

中国は今不動産関連でマーケットも心配が

あったので、中国だけということだと不安があ

りましたが、東南アジアも含まれていて良いの

かなと思います。 

続きまして 3 ページの小規模事業者等経営

改善補助金ですが、交付事業者の減収減益の理

由について、人件費の高騰があげられています。

これは、最近話題になっている賃上げのことで

しょうか。賃上げと雇用の関係は反比例で、こ

れまで雇用をずっと頑張ってきたのに、次は賃

上げで苦しいという状況であると、企業として

は雇用を断念せざるを得ないという選択肢も

出てくる可能性もあります。例えば、補助金の

交付について賃上げを積極的に取り組んでい

こうとする企業に対して枠を大きくするなど

考えてもいいのかなと思います。 

〇石鍋産業経済部長 

賃上げに対する直接的な補助は実施してい

ませんが、採用に関する費用が負担になってい

るというお話は前々からよく聞いていたので、 

お金をかけて採用活動を行っている事業者に

対して補助を開始したところです。 

〇池村委員 

採用と賃上げでは対応が少し違うのかなと

感じますので、賃上げへの対応として検討して

もよいかと思いました。 

関連して 6 ページの区内中小企業人材採用

支援助成金について、求人情報掲載費用の採用

実績が 0件とありますが、広告から直接採用に

繋がるのも簡単ではないので、申請件数や相談
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件数なども実績をはかる指標として検討して

いただいてもよいかと思います。 

〇岸柳企業経営支援課長 

採用実績について補足しますと、2、3ヶ月間

広告掲載しますので、まだ掲載が終了しておら

ず、これから実績報告が来るものです。 

〇鈴木会長 

ありがとうございました。それでは、続いて

小泉委員お願いします。 

〇小泉委員 

海外販路拡大支援事業ですが、委託事業費

6,750 万円の他に人件費や参加事業者の負担

もあり、売上の 1,170万円も利益ではないため、

コロナ禍であったとしても成功とは言えない

と思いますがいかがでしょうか。 

〇石鍋産業経済部長 

議会や監査からも指摘があり、かけた経費以

上に売っていくことを目指していますが、そこ

には届いていない中で、この事業はこのままで

よいのかどうかの方向性も考える必要があり、

現地に視察に行くことにしています。 

〇小泉委員 

費用対効果についてしっかりと見ていかな

ければいけないと思います。 

国内販路拡大支援事業も、支援した事業者数

が 10 社ということですが、本来であれば多く

の事業者を支援できるようにしていただけれ

ばより良いと思います。こちらも事業者が負担

している費用もありますので、利益を上げるの

は簡単ではないかもしれませんが、そういう視

点も必要かと思います。 

小規模事業者等経営改善補助金について、DM

などにより周知を行っていますが、まだまだ知

られてないということもあります。私も事業者

にご案内していますが、意欲的に色々取り組ん

でいる事業者でも、この事業を知らないという

例がありました。需要は大きいと思いますので、

この補助金の目的からすると、どういうものに

使える補助金か分かりやすく、周知を工夫する

と良いかと思います。 

7ページの中小企業人材育成・資格取得研修

費補助金について、補助金については一般の人

にも分かりやすくしていただきたいと思って

います。福祉部で実施している介護分野での人

材育成で、ケアマネージャーの研修費や資格更

新費用の補助という似たような制度があり、ど

ちらを使えばいいかわかりづらいと感じた人

がいたのですが、違いなどを分かりやすく整理

できなかったのでしょうか。 

〇岸柳企業経営支援課長 

こちらの補助金は中小企業を対象とし、医療

法人などは対象外となりますので、対象という

部分で所管によって差があります。 

〇小泉委員 

人材育成は非常に重要なので、どういう分野

でどういう職種が対象かなど、よりわかりやす

くしていただくようお願いしたいと思います。 

消費喚起策では、レシート de商品券事業は、

商品券の発送がずれていますが、申請した方は

楽しみにしており、効果もあると思いますので、

しっかりとやっていただきたいと思います。 

最後にキャッシュレス決済還元事業は、令和

6 年度は 4 種類の Pay を利用するということ

で、種類によって事業者側の手数料が違うと思

いますが、どれを使うかは事業者側が選ぶとい

うことでしょうか？ 

〇飯塚産業振興課長 

それぞれお店が契約している Pay を利用す

るということになります。 

〇鈴木会長 

ありがとうございました。それでは、続いて

西新井青色申告会の岩谷委員お願いします。 

〇岩谷委員 

個人事業主を支援している立場なので、個人

事業主の視点でお話します。 

小規模事業者等経営改善補助金は、個人事業
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主でも利用されている方が多いのですが、中に

は自分で申請できず、業者が手数料をもらって

個人事業主の代わりに手続きをするケースが

あります。ご自分で申請できるのが一番良いの

ですが高齢化が進んでいますので、補助金自体

は非常に助かっていますが、コンサルのような

人が来て代わりに申請をするというのは少し

疑問があります。 

区内中小企業人材採用支援助成金について

ですが、賃上げへの支援とは別だと考えていま

して、東京だと最低賃金が上昇しており、これ

までの基準以上に給与を払う必要が出てくる

ので、採用や人材育成の助成金も大切ですが、

賃上げの助成をしていただけると助かるかな

と思います。 

家が遠い人を雇用すると交通費が掛かるた

め近場の人を雇用したいというニーズがあり

ますので、ハローワークと共催で実施している

マンスリー就職面接会を、より大々的に周知し

ていただきたいと思います。 

起業・創業支援については、どちらかという

と廃業する方が多く、他ではできないすごい技

術を持っている人が廃業してしまうことがあ

ります。今、事業承継の営業が来たりしますが、

やはり信用ができない部分もあるので、足立区

で推奨などすれば、もう少し廃業が減るのでは

ないかと思います。起業も大切ですが、昔から

この人しかできないというような技術をお持

ちの方が結構いらっしゃるので、そういう人た

ちの事業承継支援もしていただけると良いか

と思います。 

〇石鍋産業経済部長 

 足立区では、足立成和信用金庫と株式会

社日本政策金融公庫とで、3者で覚書を結

び、事業承継に関して情報交換やスムーズ

な承継の後押しをするなどしています。事

業承継をマイナスに捉えている経営者もい

らっしゃるので、表に出てこないという状

況があります。承継先を探しているなどと

いう声があれば、3者で連携して承継者候

補を探すということもやっていきたいと考

えています。岩谷委員の方に、事前にご相

談がありますでしょうか。 

〇岩谷委員 

事前相談はなく、継ぐ人がいないからや

めるという話を聞きます。私たちも事業が

あれば、こういう支援があるから考えてみ

たらと案内ができます。ある方は、承継は

したのですが約束のお金をもらえなかった

というケースがありましたので、信用でき

る支援を紹介できたら良かったなと思いま

す。 

〇岸柳企業経営支援課長 

今後はまずは区役所にご相談いただけれ

ばと思います。 

〇岩谷委員 

レシート de商品券事業について会員に聞 

いたところ、西新井や梅田の方は知っていま

したが、新田の方が知らないということがあ

りましたので、西新井青色申告会で会員に周

知できればと思います。こういった事業で活

気づくと良いかと思います。 

〇石鍋産業経済部長 

昨年、全戸配布で周知してやっとここま

で増えてきたところです。直接会員さんに

周知していただけるのであればよろしくお

願いします。 

〇鈴木会長 

ありがとうございました。それでは続きまし

てあきば商会の遠藤委員お願いします。 

〇遠藤委員 

まずは、区の税収について、ふるさと納税に

よって都内の税収が地方に行ってかなり影響

を受けているというニュースがあり、足立区に

は地方のようには特産品のようなものは難し

いかなと危惧していましたが、税収が増えてい
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るということで安心しました。 

当社は本業が車の補修部品の卸です。卸・小

売業も様々な業種があるので一概には言えな

いのですが、私の会社は一旦コロナで業績が落

ちましたが、それがきっかけで、会社の中や商

品も新しいものを取り入れるなど、様々なこと

を変えて、今少しずつ効果が出てなんとか回復

している状況です。やはり新しいことをやらな

いと、今までと同じことをやっていたのではだ

めだということをつくづく感じたところです。 

今回説明いただいた各柱のそれぞれが、前年

度より予算が増えているなど、それは良いこと

かもしれませんが、もっと新しい、他区が実施

していない施策、若い世代が足立区で居住して

くれるようなお金の使い方を考えていったら

よいのではないかと思います。同じことに予算

を少しずつ増やしていくだけでなく多少削っ

てもよいのではないかと思います。花火などは

相当予算がかかっているかと思いますが、民間

の利益が出ている企業に実施してもらっても

良いのではないかと思います。 

〇鈴木会長 

花火の民間への委託というお話がありまし

たが、いかがでしょうか？ 

〇石鍋産業経済部長 

地方では、商工会議所や民間が主体の観光交

流協会が実施しているところはありますが、コ

ロナ後に協賛金が集まらず中止になっている

ところもあります。警備費なども高騰し、コロ

ナ前の倍くらいかかっており、負担できる企業

がいるかというと難しいのではないかと思い

ます。 

〇遠藤委員 

税金で実施して、税金がパッと消えてしまう

ようで少しもったいない気がします。 

〇石鍋産業経済部長 

一方で、例えば経済効果でいうと数十億とい

うお金が足立区に落ちていくので、そこは無視

できない数字かと思います。 

〇鈴木会長 

ありがとうございました。続きまして、株式

会社一歩一歩の大谷委員お願いします。 

〇大谷委員 

先ほどありましたが、補助金の申請で経営コ

ンサルが手数料 10％で代わりに申請するなど

というお話はよく聞きます。 

PayPay の手数料は事業者によって違いがあ

り、また入金ペースによっても変わります。確

かに PayPayは効果が非常にあります。例えば、

小売では、昨年対比で 130%まで売り上げがあ

がりましたが、手数料の負担が重いです。ロピ

アというスーパーがクレジットカードや

PayPay も使えず、現金でしか買い物できない

中で、どんどん出店して夕方になると大行列が

できますが、現金だけでも人が集まるような企

画ができたら嬉しいと思います。 

人材採用に関しては、飲食業で言いますと紹

介料の相場が上がり、1人につき 180万円です。

雇用と賃上げというお話がありましたが、飲食

業では未経験でも初任給 35 万、もしくは月の

休みを 10 回にしないと良い人が採用できなく

なっています。都心部の方で休み 10 回、給料

35 万円で募集していますので、そちらにどん

どん流れてしまっているのが現状です。 

外国人採用の紹介会社がありますが、そちら

も 1 人 30 万円まで相場が上がってしまいまし

た。私の会社で紹介会社を使って外国人を採用

する場合は、直接ベトナム人学校まで行き、1

日で 200名面接して採用し 1 人 30 万円支払い

ます。 

求人サイトの方では、60 万円使って 2 ヶ月

か 3ヶ月掲載し、採用できるアルバイトが 2人

となり、1 人採用するのに 30 万かかってしま

います。確保するためには時給を 1,500 円に上

げていくしかないのですが、そうすると経営が

苦しくなります。物価高騰もあり、今までの飲
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食のビジネスモデルが崩れ始めて、原価、人件

費、家賃合わせて FLR 率 70%だったのが、今は

80%となっています。 

お店側の立場で言うと、単価を上げるのがす

ごい厳しい現状があります。単価を上げると客

数が減るので、何が正解か本当に分からなくな

っています。極端な話をすると、賃金が 2,000

円になったらランチ 2,000円にできるので、そ

の方が単価は上げやすいです。50 円上がるだ

けだとランチの金額さえ上げにくい状況です。

ラーメンで 1,000 円の壁と言われていますが、

1,000 円の壁を突破したところはほとんど痛

いほどお客様が減っています。これくらいのこ

とがないと単価を上げるのは難しいと思いま

す。 

〇鈴木会長 

具体的に、このようにして欲しいという区へ

の要望はありますか。 

〇大谷委員 

私自身は自分で何とかしようと考えるので

あまり求めてはいませんが、区内中小企業人材

採用支援助成金は知らない人も多いのかなと

思いますので、もう少し周知してもらえればと

思います。 

〇石鍋産業経済部長 

どうしてもこれは悩みとしてあり、以前はや

っていなかったダイレクトメールを送って周

知を図っているところです。 

〇大谷委員 

個人事業主の方は、知ってはいますが手間が

かかるからやらないという方が本当に多いで

す。 

設備に関してですと、どんどん気温が上がっ

てしまって、エアコンの室外機がすぐに壊れて

しまうということがあり、非常に痛手なので補

助金があるとありがたいと思います。 

〇鈴木会長 

設備ということですと、小規模事業者等経営

改善補助金の対象になるかと思いますがいか

がでしょうか。 

〇石鍋産業経済部長 

対象にはなりますが、大谷委員の会社は

規模として対象とならないかと思います。

令和 5年度から 6年度にかけて対象も拡大し

ており、製造業 20人までから 30人まで、飲

食業も 5人から 10人までとしていますが、大

谷委員の会社はそれよりもさらに大きい規模

です。 

〇飯塚産業振興課長 

 東京都でも補助事業があるので、手間がかか

るかもしれませんが、ご検討いただければと思

います。 

〇鈴木会長 

ありがとうございました。続いて、株式会社

しまや出版の小早川委員お願いします。 

〇小早川委員 

当社は製造業で印刷製本業です。ものづ

くりの現場からすると小規模事業者等経営

改善補助金は非常に使い勝手が良いです。

昨年ご意見させていただいて、対象事業者

を 20名から 30名に緩和していただき、範

囲が広がったことは良かったと思います。

早速当社も申請をしています。先ほど書類

や申請の手間のお話がありましたが、国や

都の補助金に比べて申請は簡素で個人的に

は非常に楽だと感じます。企業規模や申請

経験などにより申請が手間だと感じる方も

いらっしゃるかと思いますが、それに関し

ても、区の方から手取り足取り非常に丁寧

に教えています。申請が大変という気持ち

の部分のハードルは超えていただくしかな

いのかなと思います。 

足立区のこういった取り組みを知らなか

ったというのは、自ら知っていただくきっ

かけを作るしかありません。これについて

は区としても Webや冊子に記載され、FAX
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やダイレクトメールなどで周知に力を入れ

ています。さらに個別にサポートしようと

いう形でマッチングクリエイターがいて、

区として現時点で出来るところは抑えてい

ただいていると思います。末端まで届いて

いないという意見もございますが、経営者

側の情報を取る意識もあるかと思います。 

採用に関しては、製造業の新規採用は大

変厳しい状況です。仲間の経営者は 80万ぐ

らいかけて 2人の応募があったが 2人とも

断られた、というお話をされていました。

お金をかけたからといって採用できるとい

う時代ではなくなりましたが、逆に同じ製

造業でも人が集まってくる会社もありま

す。企業としての特徴の出し方やブランデ

ィングなど、各社のやり方になってきます

ので、どこまで区が支援するのかは難しい

と思いますが、今回の中小企業人材採用支

援助成金で、コスト面ではできることはし

ていただいているのではないかと思いま

す。 

賃上げに関してのサポートのお話もあり

ましたが、個人的には現実的ではないと思

います。何をどこまで支援するのか、とい

うことですが、東京都や国の助成金におい

て申請する際に賃上げ加点というのがあり

ます。足立区としては小規模事業者等経営

改善補助金の申請において導入するなどは

あるかもしれません。 

事業承継についてですが、業界的に印刷

業、製本業は、現実問題として非常に苦し

い状況です。そういった中で M&Aの話が非

常に多く、営業の電話やダイレクトメール

など毎週のように来ます。実際話すとこち

らを指名する大手企業さんがいる場合もあ

りますが、これから M&A先の企業を、営業

をかけて探すというような場合もありま

す。個社で生き残っていくのは非常に難し

い時代になりつつあるので、塊りを作って

いくことや M&Aによりどんどん企業規模を

広げて成功しないと、残れないかもしれな

いという状況です。当社は下請けをやって

おらず、BtoCに特化していますので、単体

で生き残る道を模索しているところです。 

キャッシュレス決済に関して、当社は 9

割がインターネット経由のクレジットカー

ド決済になります。10年前は 9対 1で銀行

振り込みが多く、クレジットカードが 1ぐ

らいの割合でしたが今は逆転しています。

そこには様々な Pay が含まれています。毎

年、年間の手数料の支払いが増えており、

人件費や原材料、配送コストも高騰してい

る中、手数料が利益を圧迫する状況です。

では、価格を上げることが簡単にできるか

というと非常に難しく、特に下請企業であ

ればあるほど、国の価格転嫁の方針があっ

ても難しいというお話をよく聞きます。し

っかりとした大手とは価格転嫁の話ができ

たということを聞くこともありますが、や

はり下請け、孫請けと下がるにつれ厳しい

様子です。 

当社は、足立ブランドの認定をしていた

だいています。補助資料の 2ページの突き

抜け施策に足立ブランドの認定件数の指標

がありますが、活動の指標として、認知度

や区の産業経済への貢献度などを図る必要

があるのではないかと思います。年間約

3,000 万の予算で 15年以上の活動となり、

かなりの規模の額となっていますので、認

知度を数値化し可視化することも必要では

ないかなと思います。 

〇鈴木会長 

足立ブランドの認知度に関していかがでし

ょうか？ 

〇石鍋産業経済部長 

現在の地域経済活性化基本計画の活動指標
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や成果指標には足立ブランドの認知度に関す

る指標はありませんが、これ以外にも事務事業

評価などの制度で指標を設定することも検討

したいと思います。 

〇鈴木会長 

ありがとうございました。では続いて、足立

区しんきん協議会の小林委員お願いします。 

〇小林委員 

大きく分けて 2つあります。 

1 つ目は、5 ページの緊急経営資金（特別借

換）です。コロナ禍で、金融機関の融資額は増

えていますが、区内事業所数は増えていないの

で、1社あたりの融資額が増えていることにな

ります。返済期間は比較的長く設定されていま

すが、資金繰りは大変な状況だと思いますので、

これは是非継続していただきたいと思います。

日銀の政策金利が引き上げになり、中小企業な

どの融資の金利が 0.15％上がると言われてい

ます。0.15％はどのくらいか単純化すると、仮

に 5,000 万で住宅購入したとして年間 75,000

円、月に約 6,000円の金利の引き上げになりま

す。事業系の資金は固定金利が多いので、すぐ

に引き上げとはならないかもしれませんが、9

月ころから各金融機関で金利の引き上げの発

表がある可能性もありますので、支援をしてい

ただければと思います。 

2点目が事業承継です。私どもも普段から事

業者に後継者の有無や後継者がいない場合の

方針などアンケートを行っていますが、実際

60 代後半や 70 代の代表者でも、まだ 10 年、

20 年はご自身でやっていこうと思われてる方

が多く、早い段階で事業承継に中々踏み切らな

い状況です。そうすると最後になって結果とし

て廃業を選ぶことになります。我々の課題でも

ありますが、早めに動く必要があると思います。 

M&A の話が非常に増えており、地域金融機関

として非常に難しいと思うのが、足立区の企業

を地方の方が買収するケース、またはその逆の

ケースが出てきているということです。 

一般的に融資取引などをする場合、中小企業

は、株主と経営者が同一のため、この方とコミ

ュニケーションを取ればよいのですが、先ほど

のケースだと物理的に株主と経営者が離れて

しまっているので、非常にコミュニケーション

がとりづらいという事例があります。今すぐに

解決できるものではありませんが、中長期的な

課題となるかと思います。 

〇鈴木会長 

ありがとうございました。続いて、足立区商

店街振興組合連合会の佐鳥委員お願いします。 

〇佐鳥委員 

レシート de 商品券事業について、応募件数

が増えありがたいことですが、この事業の登録

店が、中々商店会のメンバーにはなっていただ

けない状況で、商店会への加入を促進できるよ

うな後押しをお願いしたいと思います。商店会

は今、残念ながら減少する一方で、高齢化でや

めてしまう方も多いので、新しい方に加入して

いただき活性化できればと思います。 

中には元気な商店会もありまして、6グルー

プが東京都の補助金を活用して、お客さんを呼

び込むために独自のアプリを作りました。約

800万円かかりましたが、1割の 80万円ほどが

私どもの負担です。この補助金の差額や 3年目

以降に商店会の負担となるランニングコスト

があるため、開始したいがハードルが高く二の

足を踏んでいるグループもあります。こういっ

た負担がなるべく少なくなるように、1件でも

多く会員に加入していただきたいと思ってい

ます。 

レシート de 商品券事業なども、制度が決ま

ってから私どもにお話がありますが、事前にお

話しをいただいて、商店会でもより活用できる

ように参画できればと思います。 

レシート de 商品券事業の登録店となっても

商品券を使えない店があります。商品券を使用
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できるお店になるには、商店会に会費を払う必

要がありますので、我々も商店会を魅力あるよ

うにしていかなければならないと考えていま

すが、行政でも後押しをしていただければと思

います。 

〇鈴木会長 

商店会への加入について区として関与でき

る余地はありますでしょうか。 

〇石鍋産業経済部長 

いきなり商店会に入ることはハードルが高

いので、まずはお互い知り合いになることが重

要かと思います。 

また、レシート de 商品券事業の登録店とし

てスタンプは押すけれども、レシートを集めて

もらえる商品券がその店で使えないというの

は問題としてあると思いますので、リピートし

てくれるという効果があるので商品券の取扱

店となっていただきたい、という伝え方をして

いきます。 

〇鈴木会長 

 では、足立荒川職業協会の鈴木委員お願

いします。 

〇鈴木委員 

2つあります。1つ目は、足立 Pay はやはり

コストがかかってできないのでしょうか、と

いうことです。足立 Payがあればレシート事

業や商品券などは不要となりますし、マーケ

ティングや事業の周知などにも活用できるの

ではないかと思いますが、初期投資とランニ

ングコストがどのくらいかかるのかというと

ころです。 

もう 1 点は、70 万人いる足立区民には、区

で働いたり、区で消費していただけると良いと

思うのですが、例えば、就業先を選び定着する

理由として、家が近いという職住接近があると

思います。今、区はイメージアップを図ってい

ますが、イメージが良くなれば区で働きたい方、

区に住みたい方も増えると思いますので、その

ような施策を中心に、地域経済の活性化を進め

ていただければと思います。 

〇石鍋産業経済部長 

区内で消費していただくという点では、例え

ば、小規模事業者等経営改善補助金で店舗改装

するときに区内工務店を使うと補助率が高く

なるように、区内で循環するような仕組みがで

きたらと考えています。 

足立 Pay については他の自治体ではやはり

ランニングコストが負担になっているという

話を聞きます。 

商連がデジタルの Payment を導入している

ので、拡張性があれば検討しやすいと思います。 

〇鈴木委員 

 世田谷 Pay などはすごい伸びていると聞い

ています。他の補助金で使っているお金を Pay

に一本化するという考え方もあるかと思いま

す。行政が実施する必要があると思います。 

〇鈴木会長 

ありがとうございました。それでは、足立区

工業会連合会の瀬田委員お願いします。 

〇瀬田委員 

全国の色々な地域の経営者の方とお話する

機会がありますが、足立区は非常に手厚く支援

している印象を持っています。 

その上で、まず柱 1の販路拡大支援事業につ

いて、中々効果が出ていないのでこれが突き抜

け支援として果たして適切なのか、検討した方

がよいと思います。モノ余りで今までと同じや

り方をしても売れない時代に、行政がいくら支

援しても買い手がいない中では企業側が工夫

しなければいけないと思います。そのきっかけ

としてブランディングや品揃えの視点を学べ

る、気づける場づくりの方が良いのではないか

と思います。これから狙うべきなのはインバウ

ンド効果だと思いますが、まだまだ弱いのでそ

こに向けたブランディングや商品開発が必要

です。そのために区内にも優れたクリエイター
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がいるので、ものづくりと繋げていくプラット

フォームが必要だと思います。イノベーション

を起こして成功している方が結構いらっしゃ

るので、こういう方にプラットフォームに入っ

ていただくと、間近に見えて知る機会になるの

ではないかと思います。 

柱 2 の小規模事業者等経営改善補助金は素

晴らしいと思いますが、一方で、まだどういう

ことに使えるかが分からないという声もある

ので、実際の事例を周知し、常にアップデート

していただきたいと思います。 

補助金を受けた会社が、地域にどう還元して

いるのか、貢献しているかが大事だと思うので、

加点制にするとか、雇用や賃上げの取り組みを

どうしているかなども見る必要があると思い

ます。 

柱 3について、制度として可能かどうかはわ

かりませんが、足立区の事業者が足立区の人を

採用すると補助される、というような循環の仕

組みがあると良いなと思います。 

起業支援については、跡継ぎベンチャーの方

が安定して成長する可能性が高く、2 代目、3

代目をどう育てていくかが大切です。国内に成

功事例もあるので、それらを参考にして若手の

経営者を育てる、経営者ネットワーク作りのき

っかけとするということを、進めていただきた

いと思います。 

事業承継については、どこに相談していいか

分からないし、大手の M&A会社に頼むと高額な

手数料を取られるし、だったらもう解散した方

がいいかという声も聞こえるので、敷居の低い

相談窓口を金融機関と連携して作っていただ

きたいと思います。 

5大イベントについては、行政の特定の部署

に非常に負担がかかっているので、一度立ち止

まって 5大イベントが必要なのか、アンケート

や波及効果を含めて検証する必要があるので

はないかと思います。 

また区民まつりなどで、事業者側の業界団体

も人数が減っている中で出展する負担が大き

いので、どう出展してもらうのかについても検

討した方が良いのではないかと思います。 

〇石鍋産業経済部長 

 イベントについては、庁内でも 5つでな

ければだめなのかという議論はあります。 

〇鈴木会長 

ありがとうございました。では、TOKYO町

工場 HUBの古川委員お願いします。 

〇古川委員 

まずは海外販路についてです。海外に売れば

良いということではなく、自社製品の新しい市

場開拓の活動の延長線上に海外市場がある。自

社製品をどの市場にどのように展開するのか。

その認識や理解を助ける情報や洞察のあるア

ドバイスがないままに、単に海外の展示会に出

したり、表面的な PR の方法を伝えても、効果

は出ないと思います。市場を開拓するという企

業の戦略的な観点から施策を打つことが大切

だと思います。その意味では、必ずしも海外に

出ていく必要はない。これだけ海外から日本に

訪問する人が多いのだから、国内でテスト販売

したり、パートナーを探したり、いろいろな方

法がある。海外の富裕層の方々は、日本に来て

お金をどんどん使ってくれます。足立区にも人

に来てもらうことが大切です。 

人材については、求人サイトでの採用に補助

するというのは大事だと思いますが、一方で成

果からすると根本的な解決策になっていない

のではないかと思います。採用される側の立場

に立ち、足立区で働きたいと思ってもらうため

には何が課題なのかを徹底的に考えないと、採

用に繋がらないのではないかと思います。今の

時代、人々は働くことに多様な価値観を持って

います。その理解をもって企業がどのように職

場環境を作るか、地域としてどう魅力を打ち出

していけるかが、とても大事なことであると思
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います。また、これまで繰り返し申し上げてい

ますが、区外からいろいろな人材が足立区に集

まってくるような施策が大事です。区外の人た

ちに足立区を知ってもらい、足立区民も外の人

たちと接触する機会を持つことで、新しい出会

いやアイデアが生まれてくる。もっと外に対し

てオープンな足立区であることを期待したい。 

起業に関して言うと、産業を興すという観点

から産業経済部全体で一体的に取り組むこと

が必要ではないかと思います。今は、企業経営

支援課において創業関連の支援が行われてい

ますが、例えば産業振興課においても事業開発

やマーケティング支援、区内企業との連携など

の施策を打ち出し、足立区で起業することがど

れだけメリットのあることなのかをインパク

トのある形で発信していくのが良いと思いま

す。これも区外からも優秀な人たちが集まって

くるように、区内事業者を応援するためのイン

センティブは当然あるべきですが、外から入っ

てくる方へのインセンティブがあってもいい

のではないかと思います。 

このようなことは、詰めて議論しないとなか

なかできないことだと思いますので、以前瀬田

委員から提案があったように、可能であれば、

この経済活性化会議の分科会を作って、民間と

もっと議論の場を作った方が良いと思います。 

〇鈴木会長 

 それでは区民を代表して齋藤委員お願いし

ます。 

〇齋藤委員 

2 点に絞ってお話しさせていただきます。1

つ目が海外販路拡大支援事業です。そもそもの

課題設定は、足立区の企業が海外に展開した実

績数を増やすのではなくて、海外の市場を取り

込むためにどうすべきかというのがゴールだ

と思います。そうすると、インバウンド効果を

狙うということもあるでしょうし、参加してい

る事業者はどちらかというと BtoC の消費者向

けの商材かと思いますが、BtoB の商材の事業

者も多いと思いますので、その可能性も検討す

ることが、この事業でインパクトを生むには必

要かと思います。BtoC で事業を進めるのであ

れば、展示会に出してからその後にどう繋ぐか

が重要かと思います。そうであれば、むしろ事

業者数を絞るということは必要かもしれませ

ん。BtoBの方向で実施するのであれば、委託事

業者に求められる能力も変わってきます。 

もう 1点が起業・創業支援です。まず目的で

すが、足立区発のスタートアップを増やしたい

ということですとか、区に住んでいる方に起業

してもらいたいなど、どういったところになり

ますか。 

〇岸柳企業経営支援課長 

足立区に住んでいる方が起業のマインドを

持って起業していくということと、他から足立

区に魅力を感じて区内で起業してもらう、とい

うことの両方です。 

〇齋藤委員 

そうであればやはり、足立区で起業する人が

増えてほしいということなので、現在実施して

いる支援は非常に効果的ではありますが、一方

でもう少し視野を広げて区外にもどういう資

源があるかを見る必要があります。学生や若手

起業家を想定したときに、起業家人材を輩出し

ている大学の学生に、家賃の高い都心の大学周

辺ではなく、足立区内に呼び込み起業してもら

えるような、起業準備期の少し手前で取れるア

クションもあるのではないかと思いました。 

こういった支援策については、区内だけでは

なく JETRO など他の公的団体とも連携できる

と良いかと思います。 

〇鈴木会長 

ありがとうございました。最後に私から意見

を述べさせていただきたいと思います。 

現地域経済活性化基本計画の計画期間は

2023 年度からで、その策定はもっと前から調
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査等動いていたことになりますが、その時と比

べて経済環境が実は大きく変わっています。経

済全体の循環的な要因と区が抱えている構造

的な要因の 2 つの問題を捉える必要がありま

す。構造的な要因については、現場の委員がお

っしゃられるような課題から区として改善す

る必要があるものです。一方で、大きく経済状

況が変わったというのは、金利のある世界にな

ってきたということと、円安から円高の方に向

かってきた、円が正しい方向に是正されてきた

ということです。計画策定当時は円安になろう

としていて、去年そしてつい最近までは一時 1

ドル 160 円まで円安に振れていた時期があり

ました。その結果デフレ環境になったので、国

内での消費よりも海外に出ていこうというイ

ンセンティブがありそれを後押ししていく状

況でした。今度は輸出している企業からすると

利益率が下がるという状況になってきます。こ

れらを考えると、計画を作った時に根幹となっ

ていた初期条件が変わってきており、同じ尺度

で考えると合わないことが出てきてしまうと

いうことです。そういった点を深く考えてみる

必要があると感じました。 

各委員の皆様から非常に有意義なご意見、ご

見識を伺えましたので、これらに基づいて、区

として検討していただきたいと思います。中、

長期的な課題については、次期の地域経済活性

化基本計画の策定に向けて行う実態調査等の

内容に反映していただければと思います。次回

以降の当会議で議論していただければと思い

ます。 

〇石鍋産業経済部長 

鈴木会長ありがとうございました。様々なご

意見いただきましてありがとうございます。こ

こ最近の為替や株価の変動を目の当たりにし

て、様々に考え対応していかなくてはならない

と思いましたので、今後もお知恵をお貸しいた

だきたいと思います。今日いただいたご意見は、

新年度の事業を考えるうえで、中長期的には地

域経済活性化基本計画を考えるうえで活用さ

せていただきます。今年度の 2 回目の会議で

は、来年度実施する実態調査のアンケートにつ

いて議論いただきたいと考えています。1 月、

2月ころ開催したいと考えていますので、また

後日調整をさせていただきます。 

それではこれで、今年度の第 1回足立区経済

活性化会議を終了させていただきます。ありが

とうございました。 


